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木 曾 栄 作 教 授 へ の 感 謝
学長 実 方 正 雄
長年本学で研究 ・教授 に 従事 してお られた木曾教授が,昭 和42年3月,
停年をまたずに退官 されることになった機会に,本 学同僚 ・後輩の方 々が,
退官を惜別する記念号を計画 されたことは,私 にとって,ま ことに嬉 しく,
かつ心温まる思いである。これは同教授が,そ の生涯の重大な部分を捧げ,
本学で尽力 された研究 と教授に対する感謝 と敬慕との表彰であるか ら,こ う
した記念論文集が計画出版されることは,同 教授に とって も,何 にも増 して
名誉なことであ り,かけがえのない記念塔 となるものではないかと信 じる。
木曾教授 の 本学在任中 の 専攻分野は,一 般英語 ・商業英語 ・貿易論など
と,ま ことに多彩なものであった。 本学 の 前身である 高等商業学校時代か
ら,そ の語学の水準は高いといわれていただけに,そ の名声を維持高揚する
ためには,随 分 と苦労なされた ことと思 う。 また,そ の専攻分野が主 として
語学であったとい う関係上,そ れに精通することは,ま ことに並み大抵の努
力ではなかったであろ う。私のようなものでも,学問研究の必要か ら,英語・
フラ ンス語 ・ドイツ語などの書物 を 読み始めてか ら40年近 くにもなるが,
眼光紙背に徹す るなどとい う程度か らは遙かに遠い。それに くらべれば,本
学在任36年間,自 信を もって研究 に 専念 し,確 信を もって学生諸君を指導
し,多数の優れた卒業生を輩出 してきたことを思 うと,ま った く頭の さがる
思いである。 こうした教授を停年を前に して本学か ら失なったことは,本 学
にとって惜 しみても余 りあることといわなければなるまい。
退官は,決 して学問の終着駅ではない。木曾教授 も当然学問の道を今後 も
辿 って行かれることと思 うが,退 官後ただちに小樽女子短期大学学長の要職
に就任 されたのであるQし たがって,そ の行 く道は,決 して平坦な大道では
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あるまい。 しか し,良心的でかつ精力的な同教授は,こ のけわ しい坂道を着
々と登 り続けて行かれることを期待 し,かつそれを信 じている。
最後に,同 教授の本学在任中のご功績を感謝す るとともに,今 後のご健康
とご発展 とを心か ら祈 ってやまない。
昭和42年ll月1日
